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C O N T E N T S
みなちゅー新聞部

南島原市名誉市民　古野清賢さん逝く

イベント情報

南島原市ふるさと応援寄附
日本各地から“ふるさと”
南島原への声援が届く！

最後の大会に懸ける思い
集大成の南島原市中総体

まちの話題

市政通信

南島原の考古学
教えて！国民年金

島原半島世界ジオパーク
レンタサイクルに乗って自転車
歩行者専用道路を走ってみよう！

南島原市図書館だより

南島原市中学校部活動地域移行

こんにちは！消費生活センターです

インフォメーション

保健・子育て

未来へつなぐ「戦争と平和」

市民カレンダー
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南島原市に関するさまざまな制度や手続
きなど、気軽にお問い合わせください。
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７月７日の
そうめん記念日

vol.41

（イラスト： kumo）

令和６年６月末日現在（前月比）
●人　口：4 1 , 0 2 8 人（－ 70）
●男　性：1 9 , 1 3 6 人（－ 30）
●女　性：2 1 , 8 9 2 人（－ 40）
●世帯数：18,378世帯（－14）

南島原市の人口と世帯数

☎73－6600
南島原市役所

市役所の担当課がわからないときは

月～金曜日（祝・休日を除く）
［受付時間］ 8：30～17：15

市HP（ホームページ）で
さまざまな
情報を配信中！

表紙イラスト：kumo

南島原市LINE
公式アカウント

あなたが欲しい情報を
お届けします
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み みしまばらな

道の駅ひまわり（深江町） （写真：ODAW ARA Film）ばはじめての流しそうめん

左から古野清孝さん、古野清賢さん

　
名
誉
市
民
で
古
野
電
気
株
式
会
社
の
名
誉

相
談
役
、
古
野
清
賢
さ
ん（
98
歳
）が
去
る

６
月
26
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
野
清
賢
は
、兄
の
故 

清
孝
さ
ん
と
と
も

に
昭
和
13
年
に
旧
南
有
馬
町
で
、
ラ
ジ
オ
の

販
売
・
修
理
業
を
始
め
ま
し
た
。そ
の
後
、口

之
津
町
に
事
業
所
を
移
し
、
古
野
電
気
の
前

身
で
あ
る
古
野
電
気
商
会
を
設
立
。以
来
、苦

節
10
年
世
界
で
初
め
て
魚
群
探
知
機
の
開
発

と
実
用
化
に
成
功
し
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
、

昭
和
23
年
合
資
会
社
古
野
電
気
工
業
所
を
設

立
。清
賢
さ
ん
は
主
に
営
業
部
門
を
担
当
し
、

技
術
者
の
清
孝
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
古
野
電

気
を
船
舶
用
電
子
機
器
分
野
に
お
け
る
世
界

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
へ
成
長
さ
せ
ま
し
た
。

　
若
い
こ
ろ
か
ら
漁
場
で
清
孝
さ
ん
が
開
発

し
た
魚
群
探
知
機
の
実
験
と
操
作
指
導
で
魚

を
追
い
求
め
、
豊
漁
を
も
た
ら
し
た
清
賢
さ

ん
は
漁
師
の
間
で「
イ
ワ
シ
の
神
様
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。相
談
役
就
任
後
も
現
場
を

こ
よ
な
く
愛
さ
れ
、
時
間
が
あ
れ
ば
会
社
へ

顔
を
出
し
て
、
次
世
代
の
育
成
に
御
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
渡
る
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、

藍
綬
褒
章
や
旭
日
小
綬
章
を
は
じ
め
、
運
輸

大
臣
表
彰
や
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
な
ど
、

数
々
の
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
と
の
関
わ
り
に
触
れ
る
と
、
旧
南
有

馬
町
か
ら
平
成
17
年
12
月
に
南
有
馬
町
名
誉

町
民
の
称
号
を
受
け
ら
れ
、
そ
し
て
合
併
後

の
平
成
18
年
12
月
、
南
島
原
市
名
誉
市
民
と

な
ら
れ
ま
し
た
。

　
清
賢
さ
ん
・
清
孝
さ
ん
の
古
野
ご
兄
弟
は
、

故
郷
を
愛
し
、
地
元
を
大
事
に
さ
れ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。平
成
16
年
か
ら
は
、両
氏
の
私
費

を
投
じ
、
旧
南
有
馬
町
で
古
野
賞
科
学
技
術

展
を
開
催
さ
れ
、現
在
で
も
、市
内
の
小
中
学

生
が
夏
休
み
期
間
中
に
科
学
技
術
に
興
味
を

持
っ
て
取
り
組
み
、
科
学
的
思
考
や
表
現
力

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、
両
氏
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

で
あ
る「
南
島
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
」で

多
額
の
寄
附
を
さ
れ
る
な
ど
、
ふ
る
さ
と
の

た
め
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
清
賢
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
を
た
た

え
、心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

古
野 

清
賢
さ
ん 

逝
く

世
界
の
漁
業
、海
運
業
の
科
学
化
・
近
代
化
に
多
大
な
る
貢
献

南
島
原
市

名
誉
市
民

　
南
島
原
市
名
誉
市
民
で
あ
り
、
古
野
電

気
株
式
会
社
名
誉
相
談
役 
古
野
清
賢
様

の
訃
報
に
接
し
、
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。

　
古
野
清
賢
様
に
は
、
古
野
賞
科
学
技
術

展
を
は
じ
め
、
故
郷
〝
南
島
原
市
〞
に
対

し
、
幾
多
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
。

　
創
業
か
ら
今
日
の
〝
世
界
の
フ
ル
ノ
〞

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
偉
大
な
る
業
績
と
人

格
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

生
前
、
清
賢
様
が
お
話
し
く
だ
さ
っ
た

「
過
去
を
過
去
と
し
て
敬
意
を
払
い
つ

つ
、
現
在
を
見
つ
め
冷
静
に
分
析
で
き
て

こ
そ
、
未
来
が
拓
け
る
。
進
歩
の
な
い
と

こ
ろ
に
、
明
る
い
未
来
は
な
い
。
」
と
の

お
言
葉
の
と
お
り
に
常
に
未
来
志
向
の
精

神
を
私
た
ち
南
島
原
市
民
は
、
こ
れ
か
ら

も
受
け
継
い
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ご
家
族
と
古
野
電
気
株
式
会
社
の
皆
様

の
ご
心
痛
を
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
在
り
し
日
を
偲
び
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

初期の魚群探知機

南
島
原
市
長


